




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論難を受けている︒御歌所派という揺るぎない権威に対して﹁和歌の長い伝統が重 足かせになって る﹂と 非難が当時の歌壇に衝撃を与えたであろうことは想像に難くない︒これらの批判が短歌革新への道を拓いたことには違いないが︑実際 は﹁歌よみに与ふる書﹂が登場した明治三十一年以降 限定しても︑いわゆる旧派は積極的に創作・発表を行 ︑詠法も広く受け
入れられて







































































































































した︒新しい和歌の思潮の中で︑ともすれば御所派の流れにある下田は時代錯誤の誹りをまぬがれ得ないかもしれないが︑実際は和歌の現実的な効用が見据えられ︑有名な歌人であるから 和歌教育に熱心であったということにとどまらない事由が認められるように思われる︒また︑キリスト教関連 新た 教育機関が設立される時代状況の中で︑伝統的な和歌 育を求める需要 実にあったと見なし得るであろう︒
まだまだ言及しきれない問題があり︑税所敦子との関係も取り
残したところも少なくない︒今後機会を得て︑あらためて論じ
る
つもりである︒
■注
1 ﹃下田歌子著作集
　
香雪叢書
　
第二巻
︵歌集
﹁雪の下草﹂
︶﹄
実
践女学校出版部︑昭和七年︒
2 
故下田校長先生傳記編纂所︑昭和十八年︒
3 ﹁紫式部日記﹂
﹃新編日本古典文学全集
 二十六﹄小学館︑
平成
六年︒
4 ﹃新編
 国歌大観
　
第一巻﹄
︑角川書店︑昭和五十八年︒
97 久保貴子　　下田歌子の和歌教育
5 ﹃下田歌子著作集
　
香雪叢書
　
第一巻
︵紀行随筆
﹁よもぎむぐ
ら﹂
︶﹄実践女学校出版部︑昭和七年︒
6 ﹁伊勢物語﹂
﹃新編日本古典文学全集
 十二﹄小学館︑
平成六年︒
7 
注
5に同じ︒
8 
渡辺憲司
﹁付編
　
大名と紀行文﹂
﹃近世大名文芸圏研究﹄
八木
書店︑平成九年︒
9 ﹁
明
治
女
流
文
学
全
集︵
一
︶﹂﹃
明
治
文
学
全
集
 八
十
一
﹄
筑
摩
書
房︑
昭和四十一年︒
10 
角田文衛
﹁後宮の歴史﹂
﹃国文学
　
後宮のすべて﹄
第二十五巻
十三号︑学燈社︒
11 
屋
代
熊
太
郎﹃
税
所
敦
子
刀
自
　
伝
記
 文
集
 歌
集
﹄
六
盟
館︑
大
正
五年︒
12 
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会︑
学
校
法
人
 実
践
女
子
學
園︑
平
成
十
三
年︒
福
島
邦
道
は
旧
校
歌
に
つ
い
て﹁
﹃
下
田
伝
﹄
に
説
明
が
な
く︑
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
校
歌
の
改
変
で
あ
る︒
﹂
と
述
べている︵
﹁下田歌子伝のために﹂
︑﹁実践国文学﹂第四十四号︑
平成五年十月︶
︒
ま
た
付
言
す
る
と
︑﹃
實
踐
女
子
學
園
一
〇
〇
年
史
﹄
は
︑
同
窓
会
会
報
﹃
な
よ
竹
﹄
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
︒
そ
の
前
身
を
帝
国
婦
人
協
会
の
機
関
紙
﹃
日
本
婦
人
﹄
に
あ
っ
た
と
み
て
︑
命
名
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
︑女
徳
の
シ
ン
ボ
ル
の
﹁
呉
竹
﹂
か
ら
選
ん
だ
と
す
る
︒
大
正
五
︵
一
九
一
六
︶
年
発
行
の
創
刊
号
に
は
後
小
松
︑
後
柏
原
天
皇
の
呉
竹
を
読
ん
だ
御
製
を
掲
げ
︑
十
九
号
に
は
︑
税
所
の
歌
第
二
句
︵
及
び
第
三
 
句
―
稿
者
注
︶
を﹁
学
び
の
ま
ど
の
な
よ
竹
は
﹂
と
紹
介
し
命
名
の
由
来
と
す
る
も
の
の︑
歌
子
の
題
詠
が
直
接
の
由
来
だ
っ
た
よ
う
だ
と
記
している︒　
下田の題詠歌は
﹃雪の下草﹄
︵短歌
﹁大正昭和時代
・
雜﹂
︶
に︑
なよ竹誌題歌︵大正六年︶垣の外に生ひ廣ごれ なよ竹ももとの根ざしはゆるがざらなん
同
 題
 歌︵昭和六年︶
ふりつみし雪をふる てなよ竹のひとりをゝしく起き返りたる
同
 題
 歌︵昭和七年︶
事しあらばほづゝ手にとりあだやらふ心は持たれ少女なりともと載ることからも︑その蓋然性が高いと考えられる︒
13 
冨山房︑明治三十七年︒
14 
第三巻第二 三 二月﹁雑報
・
税所敦子刀自の逝去﹂
︒
15 
注
11に同じ︒
16 
注
2に同じ︒
17 
注
11に同じ︒
18 
注
5に同じ︒
19 
注
5に同じ︒
20 
注
5に同じ︒
98女性と文化　第2号
21 
注
5に同じ︒
22 
第三︑吉川弘文館︑昭和四十四年︒
23 
坂正臣
﹁税所刀自の伝﹂
﹃心の華﹄
第三巻二︑
明治三十三年二月︒
24 
注
1に同じ︒
25 
第四︑吉川弘文館 昭和四十五年︒
26 
星野小次郎編﹃明治大正
 勅題歌集﹄萬里閣︑昭和十年︒
27 
注
26に同じ︒
28 
小泉苳三﹃近代短歌史
　
明治篇﹄白楊社︑昭和三十年︒
29 
注
26に同じ︒
30 
拙稿
﹁下田歌子の
﹃和文教科書﹄
考
　 ﹁六之巻
　
更科日記﹂
を
中心に﹂
︵下田歌子研究所年報﹁女性と文化﹂一︑
平成二十七
年三月︶
︒
31 
注
12に同じ︒
32 
博文館︑明治三十一年︒
33 
非売品︑実践女学校文学部︑昭和二年︒
34 
植
田
恭
代﹁
跡
見
女
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
授
﹂︵﹁
跡
見
学
園
女
子大学
 人文学フォーラム
 vol.2 ﹂平成十六年三月︶
︒
35 ﹃
下
田
歌
子
著
作
集
　
香
雪
叢
書
　
第
四
巻︵
増
補
訂
正﹁
婦
人
常
識
訓﹂
︶﹄実践女学校出版部︑昭和八年︒
36 
片山清一﹃近代日本の女子教育﹄建帛社︑
昭和五十九年︒
37 
福
島
邦
道﹁
下
田
歌
子
の﹃
文
典
﹄
覚
え
書
﹂︵﹁
国
語
学
﹂
一
九
四
集︑
平成十年九月︶
︒
山下雅子
﹁下田歌子著
﹃家庭文庫﹄
に於ける
﹃女
子
普
通
文
典
﹄
に
つ
い
て
﹂︵﹁
実
践
国
文
学
﹂
第
三
十
号︑
昭
和
六
十
一年十月︶
︒
38 ﹃和歌大辞典﹄明治書院︑昭和六十一年︒39 武
川
忠
一﹁
近
代
へ
の
歩
み―
革
新
の
達
成―
﹂︵﹁
近
代
短
歌
の
概観﹂
﹃和歌文学講座九
　
近代の和歌﹄勉誠社︑平成六年︶
︒
40 
久
保
田
啓
一﹁
近
代
歌
人
と
し
て
の
立
場―
万
葉
・
古
今
享
受
と
幕
末
 
歌人評価と
―
﹂︵﹁文学﹂
第六巻第三号︑
平成十七年五
―
六月︶
︒
41 
長
福
香
菜﹁
明
治
御
歌
所
派
歌
壇
の
再
検
討―
鉄
幹・
子
規
に
よ
る
批
判
を
め
ぐ
っ
て―
﹂︵﹁
国
文
学
攷
﹂
第
二
〇
一
号︑
平
成
二
十
一
年三月︶
︒
︹平成二十七年十月十三日脱稿︺
（くぼ・たかこ／実践女子学園下田歌子研究所研究員）
